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東病棟カンファレンス記録

平成　18年　10月　23日（月）　　　　　　司会　北城　与利子　　記録　沢上　涼子
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＜連絡事項＞

・第3回小坂Dr勉強会の第4クール目でしたが、当初、10月26日に予定しておりましたが、先生のご都合により、11月2日へ変更となりますので、まだ参加されていない方は

周知をお願いしたします。

＜患者様連絡事項＞

· 畑中　成夫様～耳漏あり。サマセフ3C　3*ndE継続処方となっています。疼痛はないと

　のことです。清潔に保つよう声掛け行っていきましょう。

· 藤田　金弘様～本日、兄様二人面会来られ状態良ければ近々家に外出させたいとの希望

　　あります。主治医へ報告し付き添いできる人がいれば外出は良いとの

こと。外出希望日、決まったら電話欲しい事伝えています。

・中山　栄作様～10/25（水）9:30より介護認定あります。下平SWには報告済みです。

＜川端Drケースカンファ＞

· 中村　富夫様～10/22長男様の面会時、本人より退院したいと毎日のように電話あると

の話され、長男様より10/27（金）退院させたいと希望あり。主治医

へ報告し、御家族が退院させても良いのなら許可するとの事。退院す

る前に、一度面談したいと主治医より話しあり御家族へ連絡していま

す。御家族より10/25　16時希望とのことです。10/24リーダーは主

治医へ報告お願いします。

· 巴　勇樹様～落ち着きのなさ継続してみられており、夜間の睡眠状態の不安定さもみら　

　れています。

1） ハロステン（1）6T　コントミン（25）3T　アーテン（2）3T　3*nde

2） ユーロジン（2）2T　ﾛﾋﾌﾟﾉｰﾙ（1）2T　グッドミン2T　

リントン（3）1T　ジプレキサ･サイディス（10）2T　1*vds

　　　　　　　処方となっています。服薬後の精神状態・にやつき･高笑いの有無観察し夜間の睡眠確保できるよう声掛けしていきましょう。また、副作用にて体重の増加あります。入浴日（火･木･土）に体重側定の指示あります。必ず記録に残していきましょう。

· 松谷　さと子様～先週お小遣い5000円から1万円に変更となったこと伝えています。

　　買い物は今まで週2回でしたが、週2回以上の買い物が可能となりました。しかし、本人に任せると、必要以上の買い物をしてしまうため、1回の購入金額を設定し、本人と買い物について話し合い回数を決定する必要があります。担当スタッフで（高橋正ＭＮＳ）話し合い、決定し、周知させてください。臨時薬継続処方となり以後定期となっています。IQ73であり境界知能レベルです。本人には分かりやすい言葉で伝えるように介入していきましょう。OT導入予定です。Bグループです。

・阿部　文香様～母様の面会時興奮あること伝えています。日課や各活動は拒否なく参加されています。コントミン4Tから6Tに変更となっています。各プログラムへは声掛けにて拒否なく参加されています。声掛けに対しての反応を観察していきましょう。

· 小笠原　久年様～大声で叫ぶ事みられていません。にやつき・独語はありますが夜間の

睡眠は確保できています。意味不明な文字や絵を渡す事少なくなっ

ています。リントン3Tから6Tへ変更となっています。服薬後の夜

間の睡眠状態、各プログラムへの参加状況観察し、必要時には介入

し訴え傾聴して行きましょう。

· 砂葉　良子様～多弁さ･声高さないが話しきり上げる事できず、時折感情失禁あります。

　　　　　　　　　ロドピン3Tから4Tへ増薬となっています。夜間の睡眠の不安定さも

あるため睡眠状態を中心に日課の取り組み、他患者様との交流･会話時の様子を観察していきましょう。

· 曽我　正子様～他者への干渉･多弁さみられなくおちついて過ごすことできています。

夜間の睡眠確保できています。本人よりおやつを食べたいとの訴えあ

り。主治医へ報告し、腹部状態は問題ありませんが、やや気分の高揚

さあるため落ち着いたら考えるとのことです。現在は、ポカリスエッ

トとお茶のみ可ですが、面会時の差し入れのフルーツは許可となって

います。腹部状態･排便状態確認していきましょう。

　

＜皮膚科診察＞

蝦名　英一様～両足・爪の白癬の為、ケルガー軟膏と内服薬（１丁×朝）が処方になっています。また、右足の裏にベンチ腫がある為スピール膏を貼付し、水曜日の南病棟の皮膚科診察の時、一番最初に見ていただいて下さい。

奥寺　徹様～全身の湿疹継続の為ﾀﾍﾞｼﾞｰﾙ（２丁×２朝・夕）継続処方となっています。

安達　貴浩様～全身の掻痒感継続の為ﾀﾍﾞｼﾞｰﾙ（２丁×２朝・夕）継続処方となっています。

豊巻　薫様～全身の掻痒感消の為ﾀﾍﾞｼﾞｰﾙ止めになっています。

阿部　文香様～右足の足背に擦過傷あり。アズクロ塗布の指示出ています。また、凍傷改善されずユベラ軟膏と内服薬（3丁×３ndＥ）が継続処方となっています。

砂葉　良子様～臀部・右大転子の急性湿疹の為、ﾃﾞﾙﾓｿﾞｰﾙ軟膏が処方になっています。

田村　喜七様～左足裏のベンチ腫炎症の為、アズクロ塗布の指示出ています。

川村　和則様～腹部の掻痒感訴えられ、接触性皮膚炎とのしんだんあり。ﾃﾞﾙﾓｿﾞｰﾙ軟膏塗布の指示出ています。

＜入院時の対応について＞

最近、入院時の対応不足が多いようです。家族に確認することや病棟の説明をきちんと行

いましょう。服薬による副作用の有無、副作用による身体症状の悪化（歩行障害など）、

急性期病棟である為、精神症状悪化の患者様によるトラブル等があることへ伝え了承を

得ておきましょう。説明し、了承を得た場合は青箋にきちんと記載しましょう。













